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１．「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」
～本川・支川の抜本的な治水対策と流域対策が一体となった総合的な防災・減災対策～
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※具体的な対策内容等は、今後の調査・検討等により変更となる可能性があります。

○令和元年東日本台風に伴う洪水により、阿武隈川では越水・溢水が発生し、本川上流部や支川では堤防決壊等が
多数発生するとともに、本川下流部では大規模な内水被害が発生するなど、流域全体で甚大な浸水被害となった。

○今後、関係機関が連携し、ハード整備・ソフト対策が一体となった流域全体における総合的な防災・減災対策を
行うことにより、 浸水被害の軽減、逃げ遅れゼロ、社会経済被害の最小化を目指す。

④バックウォーターも考慮した危機管理対策の推進
■本川上流部では、背水が支川の氾濫にも影響
→本川合流部周辺における支川の減災対策の推進
＜主なメニュー案＞

・本川の背水影響が及ぶ区間への「危機管理型水位計」
及び「カメラ」の設置等

・本川の背水影響が及ぶ区間に設置した危機管理型水位計
と連動した地区ごとの「避難計画」の策定

②減災型都市計画の展開
■ 沿川都市の都市化の進展により低平地の新興住宅地

等での浸水リスクが顕在化
→沿川地域における住まい方、まちづくりの工夫の推進
＜主なメニュー案＞

・浸水リスクを考慮した「立地適正化計画」の展開
・支川や内水を考慮した「複合的なハザードマップ」の作成
・「特定都市河川」制度に準じた流域対策（例:雨水貯留施設等）
・高頻度で浸水する区域の「災害危険区域」等の指定

③地区単位・町内会単位での防災体制の構築
■本川や支川の氾濫、内水など、地区毎に異なる氾濫形態が避難行動に影響
→的確な避難行動に資するきめ細かな情報提供等の推進
＜主なメニュー案＞

・支川や内水も考慮した「タイムライン」の整備・改良
・浸水想定区域における「町内会版タイムライン」の策定・普及、訓練の実施
・危機管理型水位計の活用による「地区ごとの避難体制」の構築
・県管理の水位周知河川及び国管理ダム下流等の「洪水浸水想定区域」の早期公表

⑤市町村の実情に応じた減災の取り組み
→地域の特性等を踏まえた各種減災対策の推進

・流出抑制・氾濫抑制の取組、住民参加型の防災訓練、ﾏｽﾒﾃﾞｨｱと連携した情報発信 等

本川・支川合流部(本宮市)

下水道事業による雨水貯
留施設の例（郡山市）

雨水調整池内部の状況

①河川における治水対策の推進

【ハード整備】約１，８４０億円

■ 観測史上最高水位を更新するほどの大
規模な洪水により、本川・支川で越水・溢
水、堤防決壊、内水氾濫等が多数発生

→ 本川の水位を低下させる対策、支川にお
ける堤防強化等の治水対策を推進

＜主なメニュー案＞

・ 国・県管理河川の堤防決壊箇所等、被災し
た河川管理施設の「災害復旧」の推進

・ 現在 実施中の「堤防整備」等の早期完成

・ 「河道掘削、樹木伐採」等の推進、「河川整
備計画」に位置づけられている「河川の水位
を低下させる対策」等の順次検討・着手

・ 本川の背水影響が及ぶ支川等の「堤防強
化」、「準用河川」の整備促進

・ 内水が顕著な河川等における「排水機能の
強化及び耐水化」

・既存ダムの洪水調節機能強化

浜尾第2樋門

堤 防

決 壊

98.6k 左岸堤防決壊箇所(須賀川市)

相互に
連携
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１．「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」
～本川・支川の抜本的な治水対策と流域対策が一体となった総合的な防災・減災対策～
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※計数については、今後の調査、検討等の結果、変更となる場合がある。

堤防整備

雉子尾川 堤防整備・河道掘削

五福谷川 堤防整備・河道掘削
高倉川 堤防強化

岩沼市

排水機能の強化
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■全体事業費 約１，840億円
■事業種別
〇改良復旧事業

国：阿武隈川上流（福島県内）
全体事業費 約９９９億円
事業期間 令和元年度～令和１０年度

国：阿武隈川下流（宮城県内）
全体事業費 約２１５億円
事業期間 令和元年度～令和６年度

福島県： 約 ６６億円
宮城県： 約 １８億円

〇災害復旧事業
国：阿武隈川上流（福島県内）

全体事業費 約１３０億円
事業期間 令和元年度～令和２年度

国：阿武隈川下流（宮城県内）
全体事業費 約 ９９億円
事業期間 令和元年度～令和２年度

福島県： 約２６８億円
宮城県： 約 ４４億円

【権限代行（国）】

【権限代行（国）】

【権限代行（国）】
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２．阿武隈川上流における治水対策の状況【概要】

◯令和元年東日本台風では阿武隈川流域において、既往最大の洪水により堤防が決壊するなど各地
で甚大な被害が発生したことから、国、県、沿川市町村により｢阿武隈川緊急治水対策プロジェクト｣
を策定し、ハード・ソフト両面で治水対策を推進している。

阿武隈川支川の主要事業（県）

●塩野川（伊達市）、安達太良川（本宮）等については、流下能力の向上と

バックウォーター対策のため、堤防嵩上げ、河道掘削等を実施中。
ＪＲ橋

堤防嵩上げ（塩野川＿伊達市）

河道掘削（福島地区_福島市）

橋梁架替（雲水峯大橋_須賀川市）

P1橋脚完成

阿武隈川上流本川等の主要事業（国）

●災害復旧事業

被災した８０箇所（荒川などの支川含む）の施設の復旧が完了（令和４年９月）。

●河道掘削事業（全川）

全体計画約２２０万ｍ3のうち、これまで約１６０万ｍ3（約７割）の掘削を完了。

（令和５年９月末時点）。今年度末までに約１７０万ｍ3 （約８割）の掘削を目指す。

●遊水地整備（鏡石町、矢吹町、玉川村）

沿川３町村の地権者の皆様のご協力を得て、用地協議、代替地整備、埋蔵文

化財調査等を実施中。

●橋梁架替（須賀川市）

雲水峯大橋、小作田橋の２橋について、堤防整備と橋梁架替を実施中。
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３．緊急治水対策プロジェクト 主要事業箇所

②樹木伐採（国）
<全川>
約３３万m2の樹木伐採を実施。

③遊水地整備（国）
（鏡石町、矢吹町、玉川村）
用地調査、用地協議、埋蔵文化財調査
等を実施中

⑧濁川 堤防嵩上げ（県）
（福島市）
堤防の嵩上げや橋の架け替
えなどを実施
１４０ｍの堤防嵩上げが完了

⑨谷田川 堤防強化（県）
（郡山市）
事業区間全体の河道掘削等
が完了し、護岸を実施

大玉村

⑦塩野川 堤防嵩上げ（県）
（伊達市）
塩野川橋の橋梁工事を実施中

⑩逢瀬川 堤防強化（県）
（郡山市）
逢瀬橋から咲田橋までの
築堤、河道掘削、護岸が
概ね完了

国事業

県事業

①江持地区河道掘削（国）
<須賀川市>
釈迦堂川合流点下流右岸で
河道掘削を実施

⑪危機管理型水位計等の設置（県）
<全県>
水位計446箇所、簡易カメラ245箇所の
情報を提供中
<阿武隈川>
水位計244箇所、簡易カメラ115箇所

④堤防整備・橋梁架替（国）
（須賀川市）
雲水峯大橋、小作田橋の架替を実施

伊達地区河道掘削（国）
（伊達市）
滝川合流点中州で河道掘削を実施

福島地区河道掘削（国）
（福島市）
荒川合流点下流右岸で河道掘削を実施

郡山地区河道掘削（国）
（郡山市）
富久山橋上下流左右岸で河道掘削を実施
金山橋周辺左右岸で河道掘削を実施

⑤令和元年東日本台風災害復旧事業（県）
<全県>
令和５年５月末までに河川災1,411箇所の災害復
旧工事が完了

⑥令和元年東日本台風改良復旧事業の推進（県）
<全県>
令和元年東日本台風による浸水被害を受けた河
川において、流下能力を向上させ早期の浸水被害
の軽減を図るため、堤防嵩上げ、河道掘削等を実施 4



① 河道掘削（例：江持地区＿須賀川市）（国事業）

（工事状況）

河道掘削の施工状況

阿武隈川

阿武隈川

施工後（令和5年7月）

阿武隈川阿武隈川

施工前（令和2年12月）

阿武隈川

〇釈迦堂川合流点下流右岸側江持地区において河道掘削を実施。

（令和3年12月） （令和4年4月） （令和4年7月）

5



【参考】掘削残土が造り出す産業基盤！ （事例：工業の森・新白河）

〇阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに伴い発生する河川掘削土を、白河市の県営工業団地
「工業の森・新白河」へ搬出。

〇令和４年２月から本格的に河川掘削土の搬出を開始し、これまでに約２８万㎥を搬入済み。
〇令和５年７月２８日 企業の立地が決定！ 地域雇用の拡大が期待される。

記者発表資料（福島県HPより）造成イメージ（福島県より）

←

阿
武
隈
川

工業の森
新白河

位置図

掘削土搬入前（令和３年１１月）

掘削土搬入後（令和５年９月）
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② 樹木伐採（国事業）

〇流下能力の向上・河川監視カメラの視認性向上などを目的とし樹木伐採(約33万m2)を実施。

②樹木伐採
（伊達市）

①樹木伐採
（伊達市）

樹木伐採後（⑥小泉地区）樹木伐採前（⑥小泉地区）

大玉村

③樹木伐採
（二本松市）

⑥樹木伐採（＋河道掘削）
（郡山市）

④樹木伐（郡山市）

⑤樹木伐採（郡山市）

⑪樹木伐採
（須賀川市）

樹木伐採後（④日向地区）樹木伐採前（④日向地区）

⑦樹木伐採（＋河道掘削）
（郡山市） ⑨樹木伐採（＋河道整正）

（郡山市、須賀川市）

⑧樹木伐採（＋河道掘削）
（郡山市）

⑩樹木伐採（＋河道掘削）
（須賀川市）

郡山市 郡山市郡山市 郡山市

（R３～R４実施）
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③ 遊水地群整備 遊水地の役割（国事業）

○遊水地は、洪水時に川の水を一時的に貯め込み、地先と下流側の水位を
下げ、浸水被害を軽減。

阿武隈川

河川堤防

遊水地

②囲繞堤①周囲堤

川の水を貯め込む

しゅういてい
いぎょうてい

えつりゅうてい

③越流堤
洪水から居住地
被害を防止する

水位が下がる

①周囲堤：遊水地の周囲を囲む堤防
②囲繞堤：遊水地と河川の境界の堤防
③越流堤：②のうち河川の水を遊水地に流す区間

囲繞堤

いぎょうてい
周囲堤
しゅういてい

【平常時のイメージ】 【洪水時のイメージ】

水を貯め込む
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③ 遊水地群整備（鏡石町、矢吹町、玉川村）（国事業）

第一遊水地
（鏡石町）

第三遊水地
（矢吹町）

第二遊水地
（玉川村）

しゅう い てい

しゅう い てい

い ぎょう てい

い ぎょう てい

しゅう い てい

い ぎょう てい

えつりゅうてい

えつりゅうてい

えつりゅうてい

はいすいもん

はいすいもん

はいすいもん

凡 例

：遊水地予定範囲

：付替道路等

：現況道路

説明会の実施状況

〇３つの遊水地整備を実施。（全体面積約350ha、洪水調節容量1,500～2,000万m3程度）
〇令和２年度からこれまで６回の事業説明会を開催。（参加者：延べ約2,000人）
○流域の浸水被害軽減に向け、この遊水地では、地権者の皆様から貴重な土地を提供いただいた上で地盤を掘り下げ容量を確保。
○そのため、家屋移転・土地の提供等をいただく皆様を含め、地域の方々のご理解・ご協力により、令和４年１０月から用地協議に着手。
○令和10年度の完成を目指し、地権者の皆様と用地協議中。
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③遊水地群整備 令和5～7年度の主な実施項目（国事業）

主な実施項目
年
度

令和５年度 令和６年度 令和７年度
摘要

月 ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３

事業計画の説明等

用地
関係

主に農地

主に宅地

地下水位観測

環境調査

埋蔵文化財調査
試掘調査結果を踏
まえて、本調査範囲
の確定

代替地（宅地）

工事

土地の利活用

○用地協議、代替地整備、各種調査等を以下の工程で実施予定。

注）上記プロジェクト工程については、今後の調査状況等により変更する可能性もあります。

令和4年10月より用地協議開始

令和5年7月より用地協議開始

随時

必要に応じ調査を継続

必要に応じ調査を継続

試掘調査：令和5年3月から矢吹町（第3遊水地）で一部開始

本調査：
用地協議の進捗に応じて本調査実施

用地協議が完了し、施工が可能となった箇所から順次着手

検
討
会

検討会 年２回程度実施予定

説明会

基本設計 意向
調査

(第2回)

実施設計

用地協議

代替地造成・ｲﾝﾌﾗ整備

代
替
地(

案)

提
示
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④ 橋梁架替（雲水峯地区＿須賀川市）（国事業）

新雲水峯大橋
現雲水峯大橋 阿武隈川

浸水

浸水

堤防高不足
により越水 橋梁

架替

堤防
かさ上げ

工事前（2020年10月） 工事中（2023年7月）

新雲水峯大橋

現雲水峯大橋

工事後（2023年7月）工事前（2020年10月）

P1橋脚完成

〇洪水を氾濫させないために、橋梁を架け替え、堤防をかさ上げする。
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④ 橋梁架替（小作田地区＿須賀川市）（国事業）

新小作田橋 現小作田橋

工事前（2020年10月） 工事中（2023年7月）

浸水

浸水

堤防高不足
により越水 橋梁

架替

堤防
かさ上げ

新小作田橋 現小作田橋

〇洪水を氾濫させないために、橋梁を架け替え、堤防をかさ上げする。
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４．阿武隈川下流における河川大規模災害関連事業の工事状況

【概要】
令和元年１０月台風第１９号により、一級河川阿武隈川水系阿武隈川下流（宮城県角田市、丸森町ほか）では、本川の水位上昇に伴い、
支川の氾濫や内水被害により、事業所、家屋等の浸水や堤防からの漏水と言った甚大な被害が発生した。
災害復旧事業による原形復旧のみでは必要な治水安全度が得られないことから、大規模災害関連事業により、河道掘削（約７０万m3）を行うことで、
災害要因を除去し、再度災害の防止を図るものである。

【事業主体】

事業主体：東北地方整備局

河川名 ：一級河川阿武隈川水系阿武隈川

事業箇所：宮城県角田市、丸森町、柴田町
かくだし まるもりまち しばたまち

▲阿武隈川沿川における大規模な浸水状況

今次出水位

改修後水位

▽Ｈ.Ｗ.Ｌ

河道掘削 阿武隈川20.0k付近

河道掘削の整備により、水位が下が
り、家屋浸水を軽減

【工事】
①阿武隈川下流坂津田地区河道掘削等工事

工事内容：河道掘削、築堤、樹木伐採
②阿武隈川下流佐倉下流地区河道掘削等工事

工事内容：河道掘削、樹木伐採
③阿武隈川下流佐倉上流地区河道掘削等工事

工事内容：河道掘削、樹木伐採
➃阿武隈川下流舘矢間地区河道掘削等工事

工事内容：河道掘削、樹木伐採
①

②

③

④
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【阿武隈川下流】大規模災害関連事業 進捗状況写真

●坂津田地区（河道掘削）

●佐倉地区（河道掘削）

【令和５年４月】

着工前

【令和５年１1月】

施工状況（河道掘削）

着工前

【令和５年４月】

施工状況（河道掘削）

【令和５年１1月】

●舘矢間地区（河道掘削）

【令和５年４月】

着工前

【令和５年１1月】

施工状況（河道掘削） 掘削状況

掘削状況

掘削状況

令和5年11月末時点
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